
綾里小学校創立 150周年記念事業実行委員会 

    広 報     
 

卒業生のお話を聞く会 
 創立 150 周年を記念して，綾里小学校では，２０代から７０代までの卒業生の方１名ず

つを講師としてお招きし，「卒業生のお話を聞く会」を開催しています。この会は， 

・卒業生の講話から綾里小学校の現在に至るまでのあゆみと歴史を知ること。 

・先輩方の思いや願いを感じ取り，これから地域や社会を担っていく上での役割について

考えること。 

・母校や地域を大切にしていこうとする気持ちを育むこと。 

をねらいとして実施することにしています。 

 これまで，第１回・第２回のお話を聞く会をオンラインで実施しました。 

 

 第１回目のお話を聞く会は，１１月２８日（火）に，３０代を代表として，平成８年度の児童会

長を務めた白浜地区の熊谷 栄太（えいた）さん

を講師としてお招きしました。熊谷さんは，旧校

舎最後の卒業生ということで，今とは違う木造校

舎での生活，校庭の遊具の数々の紹介，仮設校舎

への引っ越しのことなど，たくさんのエピソード

を交えながらお話ししてくださいました。今とは

違う小学校生活の様子に，子どもたちは強く興味

をもっていた様子です。お話の最後には，「日本中

いろんなところに行っていろんな人に出会い，た

くさんの刺激を受けてほしい，それが大人になっ

たとき，必ず人格となり，みなさんを助けること

もある。」という熱いメッセージが送られました。 
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この様子は， 

東海新報に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 



また，第２回目のお話を聞く会は，１２月１２日（火）に，４０代を代表して，今年度の綾里小

学校ＰＴＡ会長である田浜地区の河原 明洋（あきひろ）さんを講師としてお招きしました。 

河原さんからは主に，以前綾里地区で毎年行われていた町民運動会について話されました。地区

対抗の競技や応援の練習のため，本番当日まで老

若男女問わずに力を合わせ熱中して取り組んで

いたこと，五年祭を含めて，このような町を挙げ

てのイベントが盛んに行われていたことなど教

えていただきました。綾里が大好きという思いか

ら，今も綾里のために尽くされている河原さんの

姿がうかがえました。 

最後に子どもたちには，自分の年代以外の人た

ちとも関わりながら，綾里を盛り上げていってほ

しいという願いが伝えられ，子どもたちの心にも

強く響いた様子でした。 

 

この後予定されているお話を聞く会の日程と講師は以下の通りです。 

１月 30日（火） 50代代表  熊谷 優志（やさし）さん  150周年記念事業実行委員長 

２月 ６日（火） 60代代表  伊藤 力也（りきや）さん  大船渡市議会議員 

２月 13日（火） 70代代表  熊谷 テイ子さん      元大船渡市教育委員 

３月 11日（月） 20代代表  千田 究求（きわむ）さん  平成２３年度児童会長 

                 ※３．１１集会との抱き合わせで実施します。 

 
 

 

 １月１日の東海新報（新春号）では，２面にわたり，綾里小学校が大きく取り上げられました。

元気よく校庭を走る６年生児童の姿。そして，本校の創立 150周年事業の様子です。 

 

東海新報（新春号）より 


